
すずらんホールに

がやってくる！！

６月２９日(日曜日)１３：00開場
※天候にかかわらず座席でゆったりとご鑑賞いただけます

地芝居サミットでの感動をあらたに・ ・ ・ ・

田辺眞人先生プロフィール

園田学園女子大学名誉教授
ラジオ関西
「田辺眞人のまっことラジオ」 パーソナリティ
NHKテレビ 「新・兵庫史を歩く」 講師

神戸すずらん歌舞伎プロフィール

平成１１年度から行われている北区の歌舞伎体験
教室の修了生を中心に結成されました。農村歌舞
伎舞台での上演会のほか、茅葺き民家、寺社、福
祉施設、小学校等で年間七、八回の公演を行って
います。結成以来、約十年間、 故三代目・市川箱
登羅丈に指導を受け、先生から教わった 台詞回し
や所作を生かしながら座員で協力し、よりよい舞台
になるよう練習に励んでいます。今回は東京のNPO

法人「伝統文化みらい塾」を主宰されている、神戸
市出身の立花志十郎先生をお招きし、丁寧なアド
バイスをいただく幸運にも恵まれました。
新メンバー募集中！ぜひご参加下さい。

プログラム
13：00 開場
13：30 田辺眞人先生のおはなし

演題「神戸の農村舞台」

15分間休憩

14：30 歌舞伎上演
「伊勢音頭恋寝刃」－神戸すずらん歌舞伎－

16：00 終演予定

主催：公益財団法人 神戸市民文化振興財団／神戸市立北区民センター

協力：神戸すずらん歌舞伎

北区民センター
すずらんホール

〒651-1114
神戸市北区鈴蘭台西町1-26-1

TEL：078-593-1150

神戸電鉄
「鈴蘭台駅」下車 北へ徒歩5分
（北区役所西隣）

＜お願い＞
駐車場に限りがありますので
公共機関でおこしください。

すずらんホール

北区民センター



「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃

古
市
油
屋
の
場
」

―

神
戸
す
ず
ら
ん
歌
舞
伎―

(
あ
ら
す
じ)

伊
勢
の
御
師(

下
級
神
官)

で
あ
る
福
岡
貢
は
、
も
と
主
家
の
万
次

郎
の
た
め
に
、
名
刀
「
青
江
下
坂
」
と
そ
の
鑑
定
書
で
あ
る
折
紙
を

探
し
て
い
た
。
青
江
下
坂
の
刀
は
、
貢
の
祖
父
・
青
江
刑
部
が
無
念

の
思
い
で
切
腹
し
た
刀
で
、
う
ら
み
の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

よ
う
や
く
下
坂
の
刀
を
手
に
入
れ
た
貢
が
万
次
郎
を
訪
ね
て
油
屋

に
来
る
が
、
万
次
郎
と
入
れ
違
い
に
な
り
、
貢
は
油
屋
で
万
次
郎
を

待
つ
こ
と
に
す
る
。
遊
里
で
は
刀
を
預
け
る
し
き
た
り
が
あ
り
、
貢

は
思
案
す
る
が
、
も
と
家
来
筋
の
料
理
人
・
喜
助
が
現
れ
、
喜
助
に

預
け
る
こ
と
に
す
る
。
下
坂
の
刀
は
悪
人
の
徳
島
岩
次
に
よ
っ
て
鈍

刀
と
摺
り
か
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
喜
助
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

喜
助
は
う
ま
く
貢
に
下
坂
の
刀
が
渡
る
よ
う
、
計
略
を
練
る
。

貢
に
ひ
そ
か
に
想
い
を
寄
せ
て
い
る
お
鹿
が
貢
の
も
と
に
や
っ
て

く
る
。
お
鹿
は
貢
の
た
め
に
何
度
も
金
の
工
面
を
し
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
仲
居
の
万
野
の
仕
業
で
貢
に
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
お
鹿

と
貢
は
言
い
争
い
に
な
る
。
貢
と
恋
仲
の
お
紺
は
、
貢
の
探
し
て
い

る
折
紙
を
岩
次
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
わ
ざ
と
満
座
の
中
で
貢
に
愛
想
づ
か
し
を
し
て
、
岩
次
に
な

び
く
よ
う
に
見
せ
か
け
る
。
貢
は
こ
れ
を
真
に
受
け
、
憤
っ
て
油
屋

を
出
る
が
、
そ
の
時
に
喜
助
は
間
違
っ
た
ふ
り
を
し
て
岩
次
の
刀

(

中
身
は
青
江
下
坂)

を
渡
す
。

岩
次
は
首
尾
よ
く
下
坂
の
刀
や
お
紺
を
わ
が
物
に
し
た
と
喜
ぶ
が

貢
に
渡
さ
れ
た
刀
が
下
坂
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
万
野
に
後
を
追

わ
せ
る
。
他
人
の
刀
が
渡
さ
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
貢
は
油
屋
に
戻

り
、
お
紺
が
岩
次
か
ら
手
に
入
れ
た
折
紙
を
渡
さ
れ
る
が
、
貢
は
自

分
が
持
っ
て
い
る
刀
が
下
坂
と
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
こ
へ
万
野

が
現
れ
、
刀
を
め
ぐ
っ
た
や
り
取
り
を
し
て
い
る
う
ち
、
万
野
を
切

る
。
そ
の
後
、
下
坂
の
刀
の
妖
気
の
な
す
ま
ま
に
貢
は
次
々
と
人
を

切
っ
て
い
く
が
、
お
紺
や
喜
助
の
言
葉
に
正
気
に
返
り
、
下
坂
の
刀

と
折
紙
の
揃
っ
た
こ
と
を
知
る
。

配
役

■
福
岡
貢

森

敏
彦

●
ツ
ケ

井
上
宣
子

■
料
理
人

喜
助

山
下

実

●
地
方

杵
屋
浩
扇(

客
演)

■
今
田
万
次
郎

竹
内

隆

●
鳴
り
物

竹
内
佳
重(

座
友)

■
徳
島
岩
次(

実
は
北
六)

寿

小
百
合

●
裏
方

西
川
晴
美

■
藍
玉
屋
北
六(

実
は
岩
次)

南
形

徹

杉
山
陽
子

■
藍
玉
屋
次
郎
助

川
田
和
輝

鬼
束
桃
子(

賛
助)

■
油
屋

お
紺

黒
川
智
美

■
油
屋

お
鹿

金
丸
英
子

■
油
屋

お
岸

横
家
愛
恵

■
仲
居

万
野

蓮
田
喜
代
子

■
仲
居

千
野

増
金
ス
ミ
子

■
仲
居

百
野

和
田
千
恵
子(

座
友)

◆
歌
舞
伎
文
字

山
下
恵
子(

座
友)

◆
殺
陣
協
力

松
嶋
淳
理(

座
友)

◆
着
付
協
力

霜

肇(

賛
助)

◆
か
つ
ら

大
成
か
つ
ら

◆
演
技
指
導

立
花

志
十
郎

(

「
伝
統
文
化
み
ら
い
塾
」)

今
後
の
主
な
上
演
予
定

(

い
ず
れ
も
演
目
・
出
演
時
刻
等
未
定)

八
月
三
日(

日)

垂
水
区
・
舞
子
公
園
特
別
舞
台(

納
涼
イ
ベ
ン
ト)

十
月
十
九
日(

日)

北
区
鈴
蘭
台
西
町
・
内
田
家
住
宅

十
月
二
十
六
日(

日)

北
区
淡
河
町
北
増
尾
・
厳
島
神
社
舞
台

(

現
存
日
本
最
古
の
農
村
歌
舞
伎
舞
台
・
修
築
記
念)

十
一
月
三
日(
祝)

北
区
小
倉
台
自
治
会
館(

小
倉
台
文
化
祭)

十
一
月
八
日(

土)

北
区
山
田
町
福
地
・
無
動
寺
本
堂(

も
み
じ
祭
り)

い

せ

お
ん

ど

こ
ひ
の

ね

た

ば

ふ
る

い
ち

あ

ぶ
ら

や

ば


